
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

物づくりの蓄積に加えて 

人工知能が日本を強くする 

誰でも知っているように、衆議院でも参議

院でも本会議場では国会議員は正面中央にあ

る演壇で演説します。この本会議のテレビ中

継を見れば、国会議員の演説ばかりか、演壇

下のテーブルで２人あるいは４人の職員がペ

ンを走らせているシーンも同時に目に飛び込

んでくるはずです。職員たちはいったい何を

しているのか。おそらく多くの皆さんは、演

説を速記していると思うでしょう。実は職員

は速記者ではありません。たんに議事進行を

メモしているだけであって、衆議院でも参議

院でももはや速記の仕事はないのです。 

１８９０年（明治２３年) に我が国に議会

が開設されて以来、国会本会議・委員会の会

議録の作成は手書きの速記によって行われて

きました。それが２００５年になって衆参両

院は速記者の新規採用および養成を停止する

とともに、別の新しい方法による会議録作成

の模索を始めたのでした。その結果、参議院

では２００８年から議事の音声を職員が聴き

ながら直接パソコンに文字を打ち込んで議事

録を作成する方法へと切り替え、衆議院は２

０１１年から音声認識ソフトを用いた会議録

作成システムを導入しました。参議院の方式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

は説明するまでもありませんので、衆議院の

方式について述べると、これはすべての本会

議・委員会の審議で発言者（国会議員等）の

マイクから収録される音声を音声認識ソフト

がパソコン上に書き起こして会議録を作成す

るというものです。 

  

●音声入力ソフトで議事録をつくる衆議院 

 音声認識ソフトは、京都大学の先生とＮＴ

Ｔが共同開発して衆議院に納めたのですが、

１年分の会議録テキストと約１０００時間の

審議音声を用いて音響・言語モデルを構築す

ることで、導入当初から約９０%の文字正解

率を実現しました。 

 議事録の草稿を仕上げる時間についても速

記時代と比べて格段に短くなりました。たと

えば、私が衆議院の委員会で発言すると、そ

れから２０～３０分後には、記録部から私の

ほうに「ここはどういう発言なのですか」と

いう確認が来るのです。速記時代なら、その

ような確認も３～４日後でした。 

 １人前の速記者の養成も１８歳で採用して

から数年かかりました。２年間速記の学校に

通わせ、さらに実地で経験を積まなくてはな

らないからです。音声認識ソフトの導入で速

記者養成の手間がなくなり、議事録作成の作 
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神奈川県の黒岩知事と「さがみロボット産
業特区」での取り組みについて意見交換し
ました。高齢化社会に備えて、介護や福祉
を支援するロボットスーツなど、日本の最
先端技術の実用化と普及が重要です。 

 



業も効率化されたわけですが、音声認識ソフ

トは文字変換の実績を重ねれば重ねるほど精

度が上がっていきますので、これもＡＩ（人

工知能）の一種といえます。つまりＡＩ（人

工知能）によって速記という非定型的な仕事

が衆議院からなくなってしまったわけです。 

 これから起きる未来というのは衆議院の議

事録作成がＡＩ（人工知能）に置き換わった

ように自動車の運転、医療診断、法律相談な

どの非定型的な仕事、すなわち、これまでな

ら人がある程度知的に作業しないといけなか

った領域もＡＩ（人工知能）に置き換えられ

ていくということです。 

 

●人間の顔がクレジットカードになる！ 

 ところで、このＡＩ（人工知能）について

は最近、飛躍的な進歩が起こりました。コン

ピューターには大人よりも子供にできること

をするのが難しいのです。たとえば、生まれ

たばかりの赤ちゃんは最初、お母さんと他の

人の顔を見分けられません。しかしお母さん

の顔に慣れ親しんでいくうちに、お母さんの

顔がわかるようになります。この過程をコン

ピューターで再現するのは困難だったのです

が、試行錯誤を繰り返しながら「解」を見つ

け出していくという新たな段階のＡＩ（人工

知能）が開発され、今やコンピューターも人

の顔を見分けられるようになったのです。 

この画像認識の精度はすでに実用化段階に

入っていて、人間を超えるまでになりました。

ですから応用の 1つとして、クレジットカー

ドのサイン代わりに顔認証を使うということ

が考えられています。たとえば、消費者がス

ーパーで商品を買うとき、商品を持ってスー

パーの外に出たとたん、顔認証でクレジット

カード決済をすることも可能なのです。これ

は自分の顔がクレジットカードになるという

ことにほかなりません。 

●新しい失業時代における政治の課題とは？ 

 ２０００年代は定型的な仕事が情報機器や

機械に置き換わって若い人たちを中心に大量

の失業者が出るようになりました。そして、

２０１０年代には少子化が進んだことと特に

団塊世代全員が６５歳を超え完全に退職した

ことで労働力の需給が逼迫してきました。 

 一方、人手が足りないからといって、外国

人労働者に頼ろうとすると、我が国は中国に

対して劣位になるでしょう。中国に対して優

位であり続けたいのであれば、日本の全体の

産業構造を圧倒的に強いレベルに持っていか

なければなりません。日本にはそのことを実

現するための条件は整っています。すべての

領域で精度の高い部品を製造でき、国内で部

品から完成品まで一貫して製造することもで

きる世界でも数少ない国だからです。 

とすれば、工場の工作機械から製造ライン

まで、自ら試行錯誤を繰り返して「解」を見

つけるＡＩ（人工知能）を導入すると、工場

は自ら作業の練度を上げていくことのできる

生産現場に生まれ変わることになります。こ

のことが日本を再び世界最強の物づくり立国

へ導いていくと確信しています。 

 また、ＡＩ（人工知能）やロボットなどに

よって人手不足を補うこともできます。ただ

し、それは人にしかできなかったことがＡＩ

（人工知能）やロボットに置き換えられてい

くということですから、２０２０年代にはも

う１度、２０００年代に起きたような失業が

起きるでしょう。それを前提とするなら、産

業人材の育成や教育システムの見直し、労働

法制の変更、さらに富が一極に集中する恐れ

があるので、富の分配をどうするかというこ

とも課題になります。したがって、ここ５年

間はそれらの課題に対処するための準備期間

と位置付けることができるでしょう。 


